
























　At a main  shock of Kumamoto earthquake  in April,  2016,“Kumamoto City FM”stopped 
broadcasting. However, a broadcast could be resumed 40 minutes later by staff's effort. After that 

























































てきたが、震災後の 4月 18 日から 30 日の間は、臨時災害放送局の免許を受け「くまもとさいがい
エフエム」として放送を行った。調査にあたっては、本震時の災害放送等の対応を担った同局の長
尾修営業部長（以下　長尾部長と記す）に取材し、聞き取り調査を行うとともに、当時の経過や対





8年）4月 1日、九州で最初の、全国で 30 番目のコミュニティ
エフエム局として開局した。社員数は19名（役員、嘱託含む）、
市と地元メディア・銀行・百貨店等計 18 社による第 3セクター
の放送局だ。出力は、空中線電力 20w、エリアは熊本市（人口



















　被害状況は、死者 50 人（震災後の関連死を含めると 211 人）、負傷者 2,746 人、住宅全壊 8,682 戸、
半壊 33,660 戸、道路損壊 1,777 箇所、山崩れ 680 箇所という甚大なものであった（内閣府　平成 29年
3 月 14 日「平成 28 年（2016 年）熊本県熊本地方を震源とする地震に係る被害状況等について」（注4）
















　阪神大震災を受けて設立された FM791 は、熊本市と協定を結んでおり、災害時には 24 時間放送











　2 日後の 4 月 16 日深夜 1 時 26 分、前震の規模をはるかに凌ぐ揺れ（マグニチュード 7.3、最大
震度 7、熊本市内は震度 6強）が襲った。何かつかんでいないと立っていられないくらいの衝撃と震
動が、約 30 秒～ 45 秒続き、約 5秒後には局舎を含む地域一帯が停電、CDラックや棚が倒れる音が
暗闇の中に鳴り響いたという。非常用USP 無停電電源装置が起動せず、スタジオからの放送送出が
中断。暗闇の中、携帯電話のライトで床を照らして復旧作業にあたった。実は震災の前年、2015 年






モニター代わりにし、2時 10 分頃放送再開にこぎつけた。本震から約 40 分後のことだった。
　第 1声は「先ほど、大変大きな地震が起こりました。みなさん、命を守る行動をしてください。
安全な場所に避難してください・・・。」であったという。（停電中のため残念ながら音声記録は














ここで局内の体制を整備し、放送スタッフは 3 交代制（6：30 ～／ 15：00 ～／ 22：00 ～）社員は














　7 日目、22 日（金）、この日より、市内小学校（94 校）の校歌のリクエスト受付開始。放送は、























　FM791 が 4 月 22 日から開始した小学校校歌のリクエスト放送では、初日から多くのリクエスト













　災害時、すぐにこうした対応が可能だったのは、震災の 2週間前、2016 年 4 月 1 日に、開局 20 周




















　こうした流れの中で 2006（平成 18）年度、FM791 の開局 10 周年を機に始まったのが、熊本市内
の全小学校区の話題や街づくり活動等を校区ごとに毎回取材・紹介する番組「校区のチカラ」（月～
金曜日放送、現在は金曜日のみ）だった。開始から約 4年間は、毎週 1回 1 つの校区を取り上げ、
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